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今
ま
で
児
童
扶
養
手
当
は
母

子
家
庭
を
支
給
対
象
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
22
年
8
月
1
日

よ
り
父
子
家
庭
に
も
支
給
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
受
給
に
は

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

該
当
と
な
る
方
は
、
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
は

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安

定
と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
は
？

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
（
母
）
が

そ
の
児
童
（
18
歳
に
達
す
る
日
以

降
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の

間
に
あ
る
児
童
（
障
害
を
有
す
る

場
合
は
20
歳
未
満
））
を
監
護
し
、

か
つ
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
額
（
月
額
）
は
？

　

受
給
者
の
所
得
額
に
よ
り

４
万
１
７
２
０
円
～
９
８
５
０
円

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
受
給
者

等
の
所
得
額
に
よ
っ
て
は
、
手
当

全
額
が
支
給
停
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
※
児
童
が
2
人
以
上

い
る
方
は
、
2
人
目
が
5
千
円
、

3
人
目
以
降
１
人
に
つ
き
３
千
円

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

父
子
家
庭
の
方
が
受
給
す
る
た
め
に
は
？

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る

た
め
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

・
平
成
22
年
7
月
31
日
ま
で
に
支

給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
方
は
、

平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
に
申

請
い
た
だ
く
と
、「
8
月
分
」
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
平
成
22
年
8
月
1
日
以
降
に
支

給
要
件
に
該
当
し
た
方
は
、
平
成

22
年
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
い
た

だ
く
と
、「
要
件
に
該
当
し
た
日

の
翌
月
分
」か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
8
月
～
11
月
分
が
支
給
さ
れ

る
の
は
12
月
で
す
。

・
平
成
22
年
11
月
30
日
を
過
ぎ
る

対
象
と
な
る
方
は
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を

父
子
家
庭
に
も
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

と
、「
申
請
の
翌
月
分
」
か
ら
の

支
給
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。　

申
請
に
必
要
な
も
の
は
？

　

申
請
に
は
、
受
給
資
格
者
及

び
該
当
す
る
児
童
の
戸
籍
謄
本
と

住
民
票
等
が
必
要
で
す
。

　

支
給
要
件
に
該
当
す
る
か
ど

う
か
、
手
当
額
、
申
請
に
必
要
な

書
類
は
、
各
家
庭
の
状
況
に
よ
り

違
い
ま
す
の
で
、
子
ど
も
課 

子

育
て
支
援
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
飯
山
市
父
子

家
庭
児
童
福
祉
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
に
は
、
7
月
下
旬
に

別
途
通
知
に
て
申
請
方
法
の
お
知

ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
子
ど
も
課 

子
育
て
支
援
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
３
６
３

地
域
の
活
力
を
生
み
出
す
14
事
業
を
採
択

「
悠
久
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
支
援
金
」対
象
事
業
が
決
定
し
ま
し
た

　

市
で
は
今
年
度
も
昨
年
に
引

き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自

ら
考
え
ふ
る
さ
と
を
次
世
代
へ

つ
な
ぐ
た
め
の
活
動
を
行
う
団

体
を
支
援
す
る
「
悠
久
の
ふ
る

さ
と
づ
く
り
支
援
金
」
の
対
象

団
体
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

こ
の
悠
久
の
ふ
る
さ
と
づ
く

り
支
援
金
に
今
年
度
は
20
団
体

か
ら
応
募
い
た
だ
き
、
市
長
を

■22年度「悠久のふるさとづくり支援金」採択事業
事 業 名 申 請 者 総 事 業 費

（円）
支援金額

（円）
飯 山 城 址 の 魅 力 再 発 見
プ ロ ジ ェ ク ト 事 業 飯 山 倶 楽 部 270,000 208,000

小 菅 神 社 奥 社 経 由 小 菅 ～
北 竜 湖 間 の 遊 歩 道 整 備 小 菅 区 107,160 19,000

戸 狩 温 泉 里 山 フ ィ ー ル ド
活 用 推 進 事 業 戸狩トレイルクラブ 820,000 500,000

郷 土 食 普 及 販 売 拡 大 事 業 いいやま食文化の会
加 工 所 “ 菜 の 花 ” 913,500 450,000

秋 津 農 村 公 園
交 流 広 場 整 備 事 業

秋 津 農 村 公 園
管 理 委 員 会 734,350 450,000

戸 狩 区 遊 園 地 整 備 事 業 戸 狩 区 650,000 402,000

柳 新 田 部 落 誌 発 刊 事 業 柳 新 田 区 855,750 450,000
「 し ん ま ち　 わ っ し ょ い
新 町 一 代 記 」 発 行 事 業 新 町 区 500,000 360,000

ひ と・ 絆・ ま つ り
プ ロ ジ ェ ク ト

ひと・絆・まつり
プ ロ ジ ェ ク ト 900,000 450,000

ふ る さ と の ジ ャ ズ
交 流 祭  i n  斑 尾

ふるさとのジャズ
交流祭実行委員会 2,220,000 400,000

特 色 あ る 地 域 づ く り 事 業 藤 澤 区 576,450 368,000
と き わ ２ ０ 年 史 の
編 集 、 発 刊 事 業

河内八郎記念文庫
運 営 委 員 会 700,000 400,000

市ノ口公民館視聴覚設備及び
諸 行 事 用 テ ント 整 備 事 業 市 ノ 口 区 395,800 199,000

中 町 区 屋 台 庫（ 郷 倉 ）
の 屋 根・ 外 壁 改 修 工 事 中 町 区 1,000,000 344,000

合　　　計 １４団体 10,643,010 5,000,000

は
じ
め
と
し
た
選
定
委
員
会
に

お
い
て
内
容
を
審
査
。
左
記
の

と
お
り
、
14
団
体
の
事
業
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
３
９
１ 

３
９
２

■応募部門　絵画、手芸、工芸、書道、写真
　　　　　　（平成２１年８月以降に制作した作品）
■応募資格　県内に住所を有する障害児・者
■応募方法　作品の規格などは、市役所保健福祉課まで
　　　　　　お問い合わせください。
■応募締切　8 月１0日（火）
■応 募 先　飯山市役所保健福祉課障がい福祉係
〒 389-2292 飯山市大字飯山1110-1☎ 0269-62-3111

■応募部門　「私の青春部門」　「自由部門（自由吟）」
■応募資格　県内に住所を有する人（各部門１人１句）
■応募方法　郵便番号、住所、氏名、電話番号を明記の
　うえ、部門名と作品を正確に楷書し、ふりがなをつけ、
　官製はがきかＡ４判の用紙で応募。
■応募締切　９月３日（金）
■応 募 先　長野県障害者文化芸術祭実行委員会事務局

（長野県障害者福祉センター内）〒 381-0008 長野市下駒沢 586
☎ 026-295-3111　FAX026-295-3511 （はがきか FAX）

第 13 回長野県障害者文化芸術祭

夢・アートフェスタながの
作品展・川柳展 作品募集

■展示日程　9 月１８日（土）～２０日（月・祝日）
■展示場所　長野県障害者福祉センター『サンアップル』　長野市下駒沢５８６

高
齢
者
対
象
の
住
宅

「
い
い
や
ま
の
郷
」
が
完
成
し
ま
し
た

　

飯
山
市
奈
良
沢
地
区
に
建
設

し
て
い
た
高
齢
者
対
象
の
地
域
優

良
賃
貸
住
宅
「
い
い
や
ま
の
郷
」

が
完
成
し
、
７
月
６
日
、
開
所
式

が
行
わ
れ
、
飯
山
市
か
ら
は
足
立

副
市
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
住
宅
は
、
長
野
県
知
事
の

認
定
を
受
け
、
国
お
よ
び
飯
山

市
の
補
助
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
も

の
で
、
建
物
内
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

独
立
し
た
12
部
屋
が
あ
り
ま
す
。

開所式では神事のあと、関係者による
テープカットが行われた。

【　作　品　展　】 【　川　柳　展　】

　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、
接

種
後
に
重
症
と
な
る
副
反
応
（
急

性
散
在
性
脳
脊
髄
炎
）
を
発
生

し
た
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
17
年
よ
り
積
極
的
な
接
種

を
見
合
わ
せ
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
国
に
お
い
て
新
た
な

ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
今
年
度

よ
り
積
極
的
な
勧
奨
を
再
開
す

る
こ
と
を
決
定
し
、
当
市
で
も
日

本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
再
開
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
に
つ
き
ま
し
て

は
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
等
の
関
係

か
ら
対
象
者
を
３
～
４
歳
児
の
み

の
再
開
（
平
成
18
年
４
月
２
日
～

平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

対
象
の
お
子
さ
ん
に
つ
き
ま
し
て

は
個
別
で
通
知
を
郵
送
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
予
防
接
種
を
見
合
わ
せ

て
い
る
間
に
、
接
種
し
な
い
ま
ま

対
象
年
齢
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
た

お
子
さ
ん
に
対
す
る
接
種
機
会
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
現
在
国
で
検

討
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
対
象
は
３
～
４
才
児

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
再
開
に
つ
い
て

【
お
問
い
合
わ
せ
】
保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
８
2

【
お
問
い
合
わ
せ
】
い
い
や
ま
の
郷 

☎
�
０
３
５
５

 

【
お
問
い
合
わ
せ
】
子
ど
も
課 

子
育
て
支
援
係 
☎
�
３
１
１
１ 

内
線
３
６
３ 

３
５
４

市
立
保
育
園
の
臨
時
職
員（
保
育
士
）を
募
集

　

飯
山
市
教
育
委
員
会
で
は
、

今
年
度
、
市
立
保
育
園
で
働
い
て

い
た
だ
く
、
臨
時
保
育
士
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

職　
　
種　
保
育
士
（
臨
時
職
員
）

募
集
人
数　
若
干
名

受
験
資
格　
保
育
士
資
格
を
有

す
る
方
で
、
60
歳
未
満
の
方

試
験
内
容　
書
類
審
査
・
面
接

試
験
日
時　
随
時
（
申
込
者
に
連
絡
）

採 

用 

日　
試
験
合
格
者
へ
連
絡

勤
務
条
件　
時
給
８
０
０
円

（
日
額
６
４
０
０
円
）、
そ
の
他
は

市
職
員
服
務
規
程
、
市
臨
時
職
員

勤
務
条
件
基
準
に
よ
り
ま
す
。

申
込
手
続　
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
、
子
ど
も
課
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。


